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東北横断自動車道秋田線は百秋田県の高速交通体系の根幹となる

ものです。すでに秋田市から横手市までの57.弘前は『平成 3年7月

開通し供用されており百現在は模様子市から岩手県湯田町までの区

間15.8kmについての工事が百進められています。

しかし、本区間の路線上には九多くの遺跡の存在することが確認

されており吉秋田県教育季邑会では五平成 2年から工事に先立って、

遺跡の発担調査を実抱しで、記録保存に努めております。

は九平成 3年度に調査しました山内村越上遺跡の調査成

果をまとめたものであります。

育上里蔵文化財の保護に広く活用され百郷一上の歴史や文化を

研究する資料としてー多くの方々に御利用いただければ幸に存じま

す。

に吉本調査の実抱及び本書の刊行に際し九御協力を賜りまし

た日本道路公i立1{Ill台建設局一、山内村、山内村教育委員会をはじめ古

関係各位に対し厚く御礼申し上げます。

、 5年3月25H 

秋田県教育委

橋本顕



1. 本書は東北横断自動車道秋田線建設事業に係わる埋蔵文化財発掘調査の15冊目

ある。

2. 3 に調査された山内村に所在する越上遺跡の調査結果をおさめたものであ

るO

3. 調査の内容についてはその一部が現地説明会資料等で公表されているが本報告書の内容が

それらに優先するコ

4. 本書の執筆は第 1主第 1節を大肝賢司が、それ以外を工藤晃が担当した。

5. 土層図中の L色については、農林省農林水産投前会議事務局監修、財U'I法人日本色彩研究

所色票監修『新版 標準土色rlr占』によった。

6. 挿図仁i二!の遺物番号は、土器、土製品と

中の番号と対応する。

ごとにそれぞれ通し番号を付しであり、図版

7. 挿!到達物の縮尺は、ごと器は 3分の 1のものと 4分の lのものがあり、石器類は 3分の 2で、

々スケールを付した。地図、遺構に関しでもスケールを付した。

8. 石器実lfilJ[翠の縁辺に沿わせた線は使用:l真と考えられる微弱11な長IJ離や廃耗が観察出来た箇所

を示し、アスフアルト状の付着物は黒色で示した。

9巴予告掘調査及び本書作成にi察し、秋記信夫、両社I康弘三成111滋彦の吾氏から御教示をいただ

いた。記して感謝巾しトーげる次第である。
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第 1節調査に至るまで

1 じめ

第 1節調査に至るまで

東北横断i主 回線は、首都惟!へのi時間短縮と県内の陸上交通体系の改善など、地域の

ノ活動と住民11-:.活に必要な情報ゃ資源の交流を促進することを目的に計画された高速道路で

ある。 道路は、東北自動車道から岩手県北上市で、分岐し、横手市一大Hi!T+iを経て秋田

総延長108kmに達するつこのうち、秋出子問57.4kmについては、昭和53年~ll 月の第 8 次路

行命令によって具体化し、 iltに平成3年 7月に供用が開始されている。

秋仕!一横手間の道路計画路線内に存在するよ111J説丈化財包蔵地の扱いについては、昭和60年4

月に日本道路公団と秋田県教育委員会との間で協議した結果、計画路線の変更が無土LI~であるこ

となどから、記録保存の措置を取ることで合意しも昭和60i=!での河辺郡河辺町一七曲地区に所在す

ハム
Uる 皮切りに平成主年度の仙北部南外村の大畑潜沢

(註い

され、それぞれに報告書が刊行されている。

横=f-インタ~- .チェンジ (1 • C) の積手一湯田間19.7~加については昭和61年 3 月

9次施行命令が下された。これに伴い昭和62年3月には、 11本滋路公団仙台建設局長から秋田

j亘路計沼路線内に所主Eするi里蔵文化財包蔵地の分布調査の依頼が

で、合計27遺跡の発掘調査

あったむこれを受けて秋田県教育委員会では、昭和62年5月と同63年6月に遺跡分布調査を

施し、平鹿郡山内村の計回路線内に11遺跡が存在することを報告した。また、横手 1• C以東

の横手市分についての分布調査は、横手 秋田向の分布調査と同時に、昭和56年と向58年に実

施され、 4遺跡の存在することが報告されていた。これら計画路線上に存在する合計-15遺跡の

取り扱いについては、昭和60年の日本道路公団と秋田県教育委員会の合意を踏襲することとし

た。 15遺跡は横手 1• Cから北上市側に、柳田 1.柳田II.小松原@新町遺跡(以上、

茂竹沢@小田!II.小田II.小田 1.虫内II.虫内 1.岩瀬i• 

(以上、 LU内村)である。

発掘調査に先立って、横子di分として11丹和62年には椀Jm1毒柳田II遺跡、平成元年には小松

原遺跡西半部、平成 2年には小松原遺跡東半部と新町遺跡南半部、平成:3年には新町遺跡北半

• 1:日野々 ・ 上谷地.J皆!プー遺跡

部の範閉確認、調査を実施した。その結果、柳田 1.柳田II.小松原遺跡については遺跡の範囲

h出i路線に及んで、おらず、また新町遺跡北半部については宅地造成などによる撹乱が著しく
(註4) 

していないため、これらは発掘調査の必要がないと判断した。
(註 5) 

Llr r付村分の遺跡範間確認調査は、平成2年に虫l付I遺跡、平成 3年に茂竹沢@虫V:lII • 

1
1ム



第 l章はじめに

(註 6) (討7)

仁|二I烏@力石II.越上遺跡、平成4年に小ElJV .小!I1N.虫内III.相野々・上谷地遺跡について

実砲した。その結果、中島・相野々@力石II遺跡については遺跡の範囲が函路*W_fJすには及ば

ないことから調査が不要となった。なお平成 2 年に、虫内 I 遺跡の南東側と虫内 II遺跡の l~側、

及び上谷地遺跡の東側で縄文時代の遺物が採集され、この 3つの地点にも遺跡の存在すること

が判明したことから、各々を虫内III遺跡・小i王JN遺跡・力平i-II遺跡として登録し、範[m確認調

査を行っている。これらのことから、横断道山内村分の発掘調奇対象遺跡は、学;ー子県ll1IJから 111買

。と谷地 e 岩瀬 e 虫、内III.虫!句 I.虫1)']II .小田W号小田V号茂竹沢遺跡の 95立i跡となっ

たのである。

横手市の l遺跡.IJr内村の 9遺跡に対ーする完掘調丘は、平成 2年!主の新跡から開始され、

子成 3年には越しj立跡、岩瀬.!:k内 I遺跡のー部、山1)']II遺跡、茂竹沢法跡が、 τ[I:J反4fドには

土谷地@虫内III遺跡、虫内 I遺跡の一部、小田N遺跡が実抱されているの

一証

1 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋111線発掘調 11t報告書 1~XU :f1ClLlt弔文化財調査報告書

第150• 166 • 180 • 186 • 189 • 190 • 191 ・205.206・207需 209集 1986 ~ 1991(1昭和161~干成 3 年)

2 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報令書』 秋田県文化財調査報告者第L79集

1989(平成元年)

3 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋rn県文化財調査報告書:第93集

1982(Ajg手n57i下)

4 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋出県文化財調査報告書第201集

1990(平成2年)

5 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財ー調査報告書第217集

1991(平成 3年)

6 秋田県教育委員会

1992(平成4年)

7 前述の小田 1.小田 II.小田III遺跡については、刷新道の分布調査の際に付した遺跡名が、 aEに5，J1j

秋田県文化財調査報告書第226集ー

の遺跡として遺跡地図に登録されていたことが判明したこと、地形!切には一品つの遺跡とするのが妥

当であること等から、これをまとめて小111V 遺跡としjこ。

一つ



第 2節調査の組織と構成

第 2節調査の組織と構成

F元 地 秋田県平鹿郡山内村黒沢字越上45外

吉司 期間 平成 3 6 月 5 日 ~6 月紅白

調 面積 250m2 

FJt~ ~t 主体者 秋田

調査 当 大野 (f:k:m脱 出蔵-7イド財センター

一日事 I1 非常勤職員)

rifJ 指 ~ 岡村道雄 (文化庁記念物語;文化財調五官)

小林

材; 言語作 (北海道大学文学部助教授)

被土亘 i立俊 (秋I:H県由利郡鳥海 I内中学校教諭)

調査総務担当 ftr: FR (秋田県J:里蔵文化財センター 現:

皆川 if};ミ 11 

々木 11 下.任)

調査協力機関 Ul内村 山内村教育委員会

3-
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第 2

第 1節立地と環境

白~ 1節立地と環境

遺跡の と環境
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第 2章遺跡の京地と環境

第 2節 歴 史 的 環 境

山内村は、その面積の 8割以上がUI林原野であり、農耕適地が狭小の豪雪地升;:で、ある。厳し

い白然環境のもと、人々は林業、農業、そして村外に収入を求め暮らしてきたり

村のこうした地坪的条件は当地の歴史を語る f-.で重要である。それは遺跡の分布状況にも反

映されており、これまで村内で確認されている遺跡のほとんどが、黒沢)11と横手)11の合流点で

ある相野々地域周辺を中心に横手)11治し 1に分布している。

越 L遺跡の周辺には、当遺跡が発見されるまで古代以前の遺跡は発見されていなかったため、

中世以降の様子が知られているにすぎなかった口奥羽山脈凶麓に位置する黒沢地区は、古くか

ら国境をつなぐ り、交通の要!り?として現在に奈っている。藩政目、Jj:代の秋田藩と

として、小松川より黒沢 JII を離れ内木Ih~: に I~Jかう内木街道が生11 られて

いる口その白木街j立が閃かれる以前に、後述する平和街i立のもととなった黒沢遊が、詳細は不

明であるものの黒沢J11に沿って序哀していたりその黒沢道との関連をうかがわせるべく、泣 f'.

遺跡南東には天文年間に築城されたといわれる黒沢館がある。かつての黒沢道は、その接雑な

地形と川の徒渡りが多いなどの不便極まりない.;8:だったu そこでi土i木街道がIJ甘かれ、それが幹

線道になったといわれる。白木街道沿いには江戸時代の吹雪遭難者の供養塔が今も筏っており、

当時の1I咋越えの危険さを今に{云える。その白本街道よりもっと不便な黒沢道の危1¥合さも想保に

難くない。その後、明治19年に黒沢道をもとに新しく平和街活(f日国道107号線)が開設され、

再び黒沢川沿いが主要幹線道となった。

越上遺跡の立地する黒沢川沿いには遺跡の存在が希薄である。特に、小松川部落以東、県境

までは、上記の黒沢館が知られているに過ぎない。その要因は、周辺の自然環境の厳しさゆえ、

人々の生活に適さなかったからとも考えられる。しかし今回の調査により、これまで知られて

いなかった黒沢川上流の狭小な舌状の段丘上に、縄文時代の遺跡が存在することが明らかになっ

た。今後の綿常な分布調査が進めば、さらに越上遺跡の周囲にも幾つかの遺跡が発見されるも

のと考えられる。

越上遺跡周辺は、古来奥羽山脈を越える交通のまさ所であった。また さない厳しい白

然環境の下、人々 まれ続け坑に至っている。

-6-



第 2節摩史的環境
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第 2章遺跡の立地と環境

周辺遺跡名 第 3図中に対応)

1. 越上遺跡 2. 白木街道 3. 小松川番所 4. 鎧tf館跡 5. 黒沢館跡

6. 北館跡 7. 寺館跡 8. 橋野沢遺跡 9. 植田表遺跡 10. 大穴館跡

11. 植田野遺跡、 12. 雨池遺跡 13. 除 14. エヨリ遺跡 15. 藤食館

以上、 3、4をもとに作成した。 越 1:.遺[I1J}j;以外につし Lては、遺跡の存在することが

文献 3によれば、 1、2、3と知られているのみであり、

跡名に館の付くもの以外は、

されているという。

ある日

合地とし されている。また遺跡需号 9，11は既に破

番考文献

1 .竹内理三編 『角 IIIIC"I 木地名大辞典 5 秋田県~ f7] )11書届 1980 (昭和55ft.) 

2. {:大!士!県教育委員会 内た同貯1.の，1寸世城館』 秋出県文化財調査報告書第86集 1981 (昭和56年)

3. 秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図(県南版) ~ 1982 (昭和57年)

4. 秋田県教育委員会 『歴史の道調査報告E平和(小松JlI) 街道』 秋同県文化財調在報台書第145

集 1986 (昭和田年)
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1;j'~ 1 JfIi 遺跡、の11史観

3 の概要

第 l節遺跡の概観

越上遺跡は、蛇行する黒沢)11によって形成された砂{i紫段丘 1--，~こ立地する。 遺跡の範聞は、 Mii

~J 、段丘而全体に広がると推定され、その場台、今 1 11 1 の調査区は遺跡南西lW.}にあ

たる口

遺跡の現況は、倣林後20年犯の杉村〈である。調査戸:の府間の黒沢JIIの流れは急、でjうり、渇水

期でなければ徒歩による横断、が休!難なほどである。大雨のたびに増水しも Jllr!r話を調査l正段丘匝

i努まで広げる。調査区段fi:同より l段下がった下位段!王而の砂地から、範囲確認調査の時に、

ガラス瓶や、茶碗の破片が出 iてし、最近も氾j監があった事をうかがわせる。大きな洪ノjくのmy.な

どは、水流の作用が調査!亙のある上位段丘I雨に及ぶこともたびたびあったようである

遺跡の士層堆積状況は、河川の作用による砂、大小の{柴を含み複雑である。

ラインと、東端ラインの土居間で把慢した。大きく 6層に分けられる。 1

層、 II層は捨場形成終了後の上位積層、 IIII曹は拾場形成拐の堆積層、 W層は!日、 VI脅間の漸移層、

V障は地山層、 VI層は段丘砂J深層である。その堆積は複雑で明確な分}習の出来なかった館所も

あった。細分した存層については第4

第 2節 調主主の方法

ウア

";;:Jo 

発掘調査はグリッド方式で行った。調査区東側の、東北横断自動車道工事用中心杭STA80

十00を起点MA50とし、それから磁北に沿う南北基線とこれに直交する東間基線を求め、 4m 

x 4 mのグリッドを設定した。南北基線には 2桁の算用数字、東西基線、にはアルファベットの

組合せを付し、各グリッドの::g:WJ¥は南東!明の交点の算用数字と 2文字のアルファベ。ノトを組み

合わせて呼称した。

掘り下げは人力により、原則的に表士はスコソブ、ジョレ γ、III間以下は移植ベらをすてに使

用した。 遺物の取卜.げは、 MB，lVIC，MDラインの50，51，52グリッド、については、方限用紙に出

土地点を記録し、個々にグリッド内の通し番号を付した。その他のグリッドに関しては、

名を付して取り上げた。

遺構は、確認後半殺し、土層堆積状況を図面注記と写真で記録したのち、完掘し、平面図を

作成した。

-9 



第 3章発話11調査の概要

遺跡全体の士}習の堆積状況については、調査区南ラインと東ラインの記録をとった。

実在mの方法は、各グリッド杭を基にした遣り方測量によったの区iの大きさは調査区全体図が

吉分の-の他は、すべて二…|一分のーである。

必要に応じて、ネガカラー、モノク口、カラースライドそれぞれ35mm)板を使用した。

第 3節 調 査の経過

発掘調:青は、平成 3年 6月 5Rから 6月21丹にかけて実砲した。 以下、

てその経過をのべる

!こi誌から抜粋し

6 月 5 日、 1~内 I 遺跡より、数回に分けて機材の運搬を行い、テントを設常し、調査の準備

をする。 6月6日、発掘開始。 麗IJtI確認調査時のトレンチの二除去および、調査K北信Ijより

組掘りを開始する。 6片101=1、表 iコ除去が終わったグ 1) ソドの II層掘り Fげに入る。景IJJ1一、石

器類が少なく、殆どが、細かい土器Jtである。 6月11F-I、II層の掘り下げが終わったグリッド

から順次、 III層の掘り下げを行う。 6月13口、l¥1D47グリッドの表土下に石間い炉を検出する

(SN02)。周回から縄文+器片がわずかに出土するものの、検出国が去土に近く、時期は不

明である。 6月17日、!日河道北側斜面!日層中にイ間体の上器が押し演された形で出上している

こと竿ーから、この部分はJ合場であると判断する。 SN02の中から、陶磁器の皿と鉄釘が11¥土、

ものと判!現する。 6)j 19円、 SK03を検出して精置するつ +-_器!jが数点出 Lし

たものの明催な時期を決定できない口 6月20日、調査区全体|辺、遺跡東西、南北!二層図作成開

始。 6)j 21日、調査区全体|盟、遺跡東西南北土層図を完成させ、機材を撤収し、調査を終了し

た。

10 



第 3節調査の経過

第 4図 調査区及び周辺地形図
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第 3卒発担調査の概要

MF  

回 STOl

r一一一一守 旧河道i可床

第 5臨調査区全体図
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第 1節 検 出 遺 構

第4 調 の 録

l節 検 出 遺 構

発掘調査では、縄文i時代の拾場 1箇19r、二1:::.ゐ¥.:L:J去、現代のイJ組炉 1t去、旧j可道 2箇所が検出

されたり旧尚道は、 東西に横切り、現i流路に並行するような形で、ある。北側のIH1可道

は、遺物の出土状況より、縄文時代中期後葉以前には存在していて、その理没過程において、

北側斜郊に拾場が形成されたと考えられるり南側のIF11可j立についても堆積状況から時期的に太

きな持liきは無(.， iものと考えられるが、!有北二つの11]同道のH羽田差については不明である。なお、

調査i丘北西部(第 51xlの等高線の責任い部分)はV層まで掘り下げる事ができなかった。

( 1 ) 縄文時代の遺構

1 捨場

STOl (lxl5 ~13 .図版 2， 3) 

調子主IZ中央の旧11山首北側、 MC50• 51 • 52 • l¥;ID50 • 51 • 52にかけて検出されたこ1

巾するのは第 5図にスグリーン a トー γで示しfニ約51m2で、ある。遺物の同士状況から、拾場は

特に北西側にわずかに広がると考えられるコ遺物は主にIIIa}脅から出士し、さらに

その[-'.ドに広がるようであるが、 '11央部の i二層観察がーで、きなかったため、各遺物の出

明確に把J渥できなかった。

遺物は石器類を少し含むものの、そのほとんどが土器で、拾場北側にあたる 113河道北側急斜

面に集中する傾向にある。土器の出土状況は、完形のものが無く、そのほとんどが小破片であ

る。文様が施される土器は、出土土器全体の仁|コからその同一個体片を抽出することが容易であっ

たが、完全に原形に復することのできる個体は無かった。粗製土器についても同様のことが言

える。従って、比較的大きめの岐片として拾場に持ち込まれたものはあるものの、

てられることは;無かったようである日

|寸イlil~体の {Í度片手の H1 …ト状況は、挟い範囲に集仁I~'するもののほかに、約 2 m I'LJ万に広がりをもっ

て接合した例や、 3m以 iニ離れたもの同士が接合した例などがあり、そのあり Hは一様ではな

い(第10~.13図)。こうした広がりは斜面に形成された捨場ということもあり、その原因には

自然の作用を当然加味しなければならない。しかし、河イ国体の破片の広がりは、拾場斜面の

傾斜に沿うもののほかに、斜面におい

人為的な原肉が考えられる。

とほぼ並行するものもあり、特に後者の状態は

什

J
1
lム



第 4主主 調査の記銭

ST01の土層及び遺物の堆積状況は第 6図、第 7図に示したが、係図地点はそれぞれSTOlの

点ド品、呂にヨたり遺物はかなり少なくなる。採以IJ;也点より IL¥ -1て

al曽からの出土が主である。器種は 3が査の他は深鉢と考えられる。し 1ずれも後述する III群土

としてとらえることができる。 8はIIIfl~手 1 し 3、11、12は小破片のため詳細は

不明であるが、 III群 1~3 類のし寸ごれかに、その他は、 III 群 4 類に属するの

は以下のとおり特徴づけられる。

I 層:黒褐色 iて (10YR2/3~5YR2/1) と部10~'15cmは草根のためしまりわるいが、その下

部は、徴京fBな砂質のためややしまる。 炭化物を

IIa (lOYR5/6) "-fl音褐色(lOYR3/4) の砂!~言。 ど微細な砂で、それ

が益:褐色のなかに肢は犬にはし、っている。

IIb層:黒褐色('7.5YR3/2) と黒色( 1.の微~Ill な砂層。部分的に n古掲色

(10YR3/4)が混入する。炭化物を極少量ふくむ。かたさ中位でしまりあり。

IIc膳:黄褐色 (lOYR5/6)の大粒の砂を主体とする砂、砂利層。 1歪1~ 3mmの小擦を

部分もある。陪褐色(lOYR3凡)が斑状に含まれている。黄;褐色吉I~分ではしまりが

ありかたいが、 11音褐色部分では軟らかい。

lIIa層:虫色(lOYR1.'7/1)にrI奇褐色(や黒褐色(7.が混じる

主体をなす層で、木炭片も多い。ややかたく、しまりは良好で、三~い部分ほど

化した土で、他は徴主1lIな砂質土である。

IIIei 屑 :IIIa層に、 IIa屑に似た砂質トーがHE:[犬に混入と?

IIIb層 :IIc層とほぼ伺じ砂傑層。Ilc層よりも黄褐色 (10YR5/6)の砂が多く、際の混入

する部分は北側部分だけである u かたさ中位でしまり良好。

III百回:III b)留にみられる陪褐色の混入が無いハ

lIl c 層:踏褐色の微砂と黒褐色(の砂質 I~が斑状に混じり介ってし 1

る!弾。北側ほど木炭を少量:含むが、!布i1WJに行くにつれ前ど含まなくなる。軟らかい

部分とかたい部分が斑状に分布している。

IIIピ層 :IIIc層よりも[1在褐色(10YR3/4)?i'T質土が多く混入する。

IIId層:n音褐色 (10YR3/4) の砂!督。少量の炭化物があり、ややかたくしまっている J

IIIe 層:培褐色~黒褐色の微細な砂層口木炭ノi十を合む。しまり、

かたさJ七に中位。 IIIi層も本層とほぼ同じである。

IIIf層:黒褐色('7.5YR3/2) ~I倍褐色(lOYR3/3) のやや粘性のある徴細な砂質上j回。

炭微量に混入。かたさ中位でしまり良好。

14-



第 1節検/:l:¥;i立構
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f;t~ 1節挽;iij立能

、
3

J

お新

宇兵器時正?誠治， 1-1 3 

、問、コ禁撃が， γ1 。
ム2 4 

第 S密 南北土審断醤出土遺物

門i 

u 

12 

第百限 東西土層断面出土遺物

10 

lOcrn 

IIIg (10YR4/6--7. の 2mml背後の砂粒も 西側に行くほど

? 

に- くなり、 MDラインでは厚さ10cm前後になる。固さしまり共に中位。

IIIg層 :IIIg層に小礁がやや混入する。

'b 
C7.5YR2/1)の粘性のある 木炭を多く かfこさしまりともにあ

る。南側では灰黄褐色 (10YR5/2)の砂)習になり、 れる木炭も となる。

IIIj層:黄褐色(lOYR5/6)の砂l深層。しまりかたさ共にやや弱。

IIIk層:極暗褐色 (7.5YR2/3)の粘性が若干ある微細な砂質土層。この部分にのみ見られ、

南側でIIIg層の下にもぐりこんでいく。しまりかたさ共にある。

IIll層:黄褐色(lOYR5/6)の砂層。

W層:にぶい黄縄色 (10YR5/6)の砂質士。時折縞状の黒褐色士を含み再現移)曹と思われる。

かたくしまっている。

V層:貰褐色(lOYR5/6) (10'lR6/6) のj也iよl砂質土。こ ある。

VIJ冒:褐色 (7.5YR4/6) ~，黄褐色 (10YR5/6) の段丘砂疎層。調査区北端部のみにみられ

るものO
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第4主主 調査の記録

2 土坑

SK03 (第14図・図版 2) 

調査IR北端、はC52グリッドで検出さ

れた。検出而l主、地1[1段丘様同であるが、

1層以下、 IIIa'かIIIe

層よりヒから掘り込ま

ややひろがっていた事が判明した。検出

荷で長車Hll16cm、知Ililb96cmの楕円形を呈

し、ほぽ垂直に落ち込み、平坦で縁辺が

まるみをおびる底面である。埋二!二は砂J深

1、 2J留は自然流〆入J二o 4 

~8 層は崩落上。 3 、 9 /1 11J層共炭化物を

含み、 3層は、炭化したクルミ

された<) 6 J百上I(:Liに河原石が検出され

たが、前記した埋土堆積状況より、

構に関連しない可能性が強い。 遺物は 1、

2 J留から数点の土器片が出土し、そのう

ちの 1点が第32図180に盛合したが、自

然流入によると考えられ、し1ずれも

構の時期を明確に示すものではない。

SK03埋二|ニ 1層:褐邑 (10YR4/6)砂

一一一一 [-1=210.500m 

第14図 SK03

際土。 2層:n奇褐色 (10YR3/6)砂磁土。 3 (10YR2/3) シルト質二1::0 4層:n音褐

5居!: !珂黄褐色 (10YR6/6)色 (10YR3/4) と明黄褐色 (10YR6/6)

6層:暗褐色 (10YR3/3)砂磯土。 7 :暗褐色 (10YR3/3) と明黄褐色 (10YR6/6)砂質士

の混土。 8層:6層と同色で砂礁が多く混入。 9)曽:黒褐色 (10YR2/2) シルト

( 2 ) 現代の遺構

1 石組炉

SN02 (図版 3) 

MC47 グリッド I 層 1_1_1 で検出された。 20~40cm程度の偏平なが}JJy京石をU字状に東西110cm、

南北60cmvこ組み、段丘縁;!1音r~ fn~で関口している。内側は焼けており、そこから現代の鉄釘と陶

磁器の山一の舷 J片が出土した。

-22-
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2節

j立物は主に北側fEl1iiJ道の北斜而に形成された拾場からIU二i二し、 J台場以外からの出土量は少な

い I--.-a{~~ は縄:之 i時代後JtHli_J (~~を主体にこl ンテナで 9 箱、石器践は 1 ~，日の出 iてで、ある己 f自に土仰

の)示、 [IJ(;註:1犬 1~ 1製lMがある η

1 L~ ~ii 

などから11羽目別;こ 1 1v二大日IJし、ち々をさらに示IlJ日IJしたっなお、 J七j故した|ズi

は1-1:¥-1二した遺物のうちの l~なものである円

第 I群土器

縄文!時代前期に位置づけられるもので、 nti-1てvこ織維を含むものを本l['手とした J:と封印土封;の

みと号えられるパ色調はやや赤l床のある r褐色が L休であり、焼!支はおおむね良好ーである。

13、21はほぼ直立する口縁部で、 13の口訪日には外側から等間隔に縄文原体による押J+が見

られ、小波:IKを唱する 21は、繊維の出入量が本11干のr-I'で最も多く、炭化した繊維が害IJhl1か

ら観察することができる。 13~20は、接fT関係はつかめなかったものの飴 i二、色調、縄文より

同一íl母体の可能性がある。 13~-18は IJ 縁を合む体iII\ J~'.ブi と考えられ、 LR縄文が i黄位に回転施

文されるが、底部に近いと考えられる目、 20はやや斜位に施文される。 22は体J;tl~片で、 ßÍf々 J~笠

反撚りのLRR*I~ょを横{立に泊しているの

第II群土器(第15図23、24)

縄文時代中期末に位置づけられ、!在とり消しによる文慌を併用するものを本群としたり

器種は深鉢のみで、ある。 JJfi~Lvこは 1 ~ 2mmの砂粒を多く含み、色調はやや赤みのある灰色で、

焼成はおおむね良好である。本群は 2{Ifil体分しかなく、捨場から約10m離れたMC48、MC49

グリッドからのみ出ニ!こした。

23はMC49グリッドから-括して出土した。底部から直線的に外傾して立ち上がり、体部と

方でわずかに丸みをおび、内側に屈曲して口縁部にいたる深鉢である。 1二i縁は 4{I~の山形状突

起によって波状を旦し、突起中央には小子しが穿たれ、これを中心に鰭状の渦巻文が付されてい

る。また突起借jには 11 縁からノ宇状にドる却し 1隆荷がある。体音ßL端には l 本の|年帯、体吉1) 仁t~l

位に 1条の沈i誌がめぐり、そのrJJには沈線による連続する変形の J字;伏文が 5回繰り返され、

磨消縄文手法がJ:日し 1られている。 24は深鉢の体部屈曲部片である。 2本の隆帝を巡らせ、それ

を縦につな 什し、その上にit忠良でノ J詰く口jJ台上には石英を含む砂粒が23より多く

混入している。

-23-



第4章 調 売 の 記 録

第III群土器(第16図~第31図)

縄文時代後期中葉に位置づけられるもので、磨消縄 多用し、沈線で、区画される縄文

帯及び無文帯を有するものを本群とした。少数ではあるが、沈線のみのものと、無文のものが

ある。 22種は深鉢が tで、他に帝、)一;-口上器等がある u 胎 Lには細かいii外立を含み、色調は、

前掲色、 i倍褐色が主体である。焼成は、おおむね良好であるり施文される文様等から 4分した。

第 1類

A種(第16図へ J第19図)

磨消縄文子法を用い、曲線的な文織を有するもの ft?i種には鉢、査、 Ji口土器がある。

25~58は深鉢である。 25 、 26は、体部が口縁部に向かつて直線的に外傾する深鉢で、体部ヰ1

位で、わずかに外傾の度を強め、底部には58のような台が付くと考えられる。仁!縁のすぐ下には

一条の沈線がめぐり、 25ではその下に逆c'{:状の、 26では幅広い縄文帝の下に変形のC字;伏文

が 3単位展開する。 1，I!j者ともc 状丈の!日¥[tl]部内(WJに、鈎子:jkのl't線があIfiかれているυ25、26

共にLR縄文が回転方向を違えて施文されている口 27は底部からゆるやかに湾出して立ち卜が

り、体部上ん却で、1)']面をえぐる燥な段がつき、そこから 11':(線1"守に外{出する深鉢であるγ ヂLJ

口唇部はほぼ平坦に、内面は横なでで調整される。 LR縄文がほぼ横伎に施された後 3条の沈

線が描かれ、それをもとに口唇部と体部屈曲部上々が、幅広い縄文帯を残して磨り消される。

休部屈rlJ]部以下には、直線的な沈線を用し 1る文様帯が展開する円 28、29は6;;::形、及び口縁部文

様子百:が26 、 27 と類似しており、体部には、曲線的な文伎が展開すると考えられる。 30~51は深

鉢の日縁部及び体部片である。 30の υ 唇部には縄文が、 30~48の口唇部や休部には変形の S 字

状文やC字状文、あるいは入組文等が、 49~51は直線的な沈線を用いた文様が施される。 51 は、

27と胎士、色調がほぼ共通し、同一個体の可能性が考えられる。

本類の器形をある程度復原出来た深鉢は全て平口縁だが、 52~57のような突起を仁i縁に有す

るものもある。 52の突起頂部は極小さく、口縁に沿って施文された沈線は突起頂部にかけて弧

状に施される。 53、54は磨耗が著しいが、沈線区画した内側にわずかに斜縄文が認められる。

55は突起先端が土器内面に向かつて癌状に張り出す。 56、57は同一個体の突起と考えられ、大

突起の右側に小突起を有する。

59~.66は査であるυ59は民部から外傾して立ち上がり、体部やや上位に最大径があり、

に続く。内i訴の調整は、体部下位が r寧になでられているが、体音1¥と位は粗雑で、輪積み痕が

明瞭に残る。 深鉢25、26に類似した変形の S字;伏文もしくはC宇状文が展開する。胎土は、密

で焼IRは思く磨滅が著しし可。色調は、灰Ø'i白色を量する。 60~66 も 59 と i司慌の器JI} と考えられ

るの 60の体部には入り組み文が展開し、底部には壊状の日痕が認められる。

67は、 H筒状の!「口を有する鉢である。;出向は16cm、r吏起から)¥-， )先端まで、20cmvこ僅J51できた日

4
4
A
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第 2節 IULi立物

体部下半は丸みをおび、中位で外部jに回出iし立ち Lがり、 11縁部には片 1-1の反対側に山形状の

突起を有する。片口部断扇形はU字状を呈し、体部との接続部内側両端に、出!?り付けによる

状の突起を有するのまた山形状突起内側にも癌状のMり付けがある。体部制曲部から口縁及び

)¥-11 接合部に沿う沈説、の向と、日縁づき起j頁吉I~に綿密な LR縄文が施され、休部 iご半の無文部は

なでられている。底部'11央に網代痕を残し縁辺をなでている。 n白I-_に*111かい砂を

含み焼成は良好で-、色調は赤褐色である

68はnr二i士器のけ:n部分であるつiJfi+てや器n'ri0)調整が67の無文部分と共通するため本願に含

めた。

B 種(第20関)

事iJ突を有する文様が施されるもの。器揮は深鉢のみである。

81は三角形の突起をもっ深鉢である。突起部分で、わずかに屈曲するものの、体部から外側に

ほぼ1]と〔線的に立ち Lがるョ突起は、内側で器内0ill1WJにやや張り/111 し、突起左にはit*泉をめぐら

せた:席状の小突起がある。底部は111

1 +-_しなかったが台を有すると考えられる。文様は主に車IJ突

亨Ijを伴う沈線と月号出縄文によって構成される。口縁に沿ってめぐる沈線は突起mitliをめぐって

内面側に連続しており、内面にも外面同様に沈線が施されている。突起のドに111各M字状の文様

が突起に対応して 3単位施され、その間に沈線で、角状の無文帯が表!こijされる。 体部下半には入

組状の文様が展開すると考えられる。 pヨ雨はなでによる調整で、炭化物の付着は認められない。

82は、 1-1縁に 3つの大突起を持つ台付の深鉢で、ある。底部からほぼ直線的に立ち[-_がり、体部

仁1:1位で、わずかに屈曲し、さらに外傾する。突起の下部にi幅の広い渦巻き文が突起と対応して 3

単位施される。 体部屈曲部と!底部と台部の境には上下に刺突列を持つ縄文帯がめぐり、この間

は刺突ヂIJのない文様帯となる。内面はなでによる調整がなされ、炭化物等の付着は認められな

い。 84は82と同様の器形で底部付近の破片と考えられ、曲線的な沈線には刺突列を持たない。

69~71は平行沈線と縄文による 11屈の狭い帯状文の下部に刺突が充填される破片である。 74は口

縁に沿って沈線を施文し、その下部に細密な縄文を施した後、事iJ突を充墳.している。 78は82の

様な深鉢の大突起で、 f寧になでた後、 I~J 縁に平行する沈線に沿って、右方向から棒状工具を

当てて連続する事IJすきが植される。突起縁辺部右側を平士日ーに調整している口 79は2条の沈線に事iJ

突が伴う。事IJ突は、 69~73 、 82は右 )jl~JJ 、 79は在方向、 74 、 81では正面から施される。京iJ突用

のよ;具は7/1 、 78 、 82 、 83では先端に丸みのあるものを、 79~81では竹管状のものが使用されて

いる。

第 2類(第21図)

並行沈線を主体に文様を構成するものO 器種には、深鉢、

85------89は深鉢であるの 85は底部からやや外反しながら

台付の鉢がある。

上がり、体部 i二jjで緩い

に
dつ〆一]



第4章 調 査 の 記t主

段がつき、そこからさらに外反する深鉢である。子n縁で、 11縁!明記形は緩やかにメしみをおび、

内面は績なでによる調整が見られる。 LR縄文が全IfLÎ に横{丘に施され、その後 I~I 縁に平行して

2条 1対の沈線が描かれ、その間の縄文が!瞥りがjされている。 上から 2 組 I~I の沈線は、休部内

ELll吉gと対応する位置にある 88は，)(z行沈線の 1".ドをj主主主するj免税が胞される。

90~94は査である。 90 、 91はよきく外傾する 11 絃であるわ旬、 93は休部が状をなし、:tfÎi沼

田 Lt!r部に太めの沈線を Jl~i き了、屈!日1をより強調しているハ 92は、部内外向がよくなでられてい

る。付 v主外出がよくなでられてし、るが、[)~市}の調性は、非常に*I=t~*:で、き.~f'1二 u寺の自主tl~をつな

いだ刷、がはっきり残っている口休部 2条のj尤紋日二りにはLR 之をtJI'({立に施している。地之は、

り消しの1i[l'，Iで、縄文は、胞文)1民}Y;と!警り消し部分を flij提にして施されているよ

うである。 93では、体在日の平行沈線の 1.ドを連結する沈線が拙かれる。

94は、算盤r;:~りこの f4一二一部をもっ台付のJ丘である。体部は、丁寧に誠監されるが、1=昨日の調整は

やや宅13ーいっ 休部!日¥1111部とけ出には、 トー[ごを沈線で rK画された沼状の刻円文が地されている口[)~

面は、体吉I~屈曲部以下が J寧に調整されているが、 )u\ rllr 部以上は調整が粗く、 rlll市街み棋や頚立I~

のつなぎ IJが明瞭に残る。口頭部は している。低い台 ~ilsv= も沈おí~が a条めぐっている lコ

95は円筒形の休部に台の付く鉢であるが、底部 III央が欠損しているため、は不IfJJで:ある。

平日縁で体部は、わずかに外傾する。口縁と平行に A 条の沈線が引かれ、その…Fifこ沈線による

6、 7重の四角形が器)司 6単位ほぼ同じ大きさでJ苦かれている。 1区画だけ1+1央の沈線が 2

である。胎 i二に径 1mm程の砂粒を多く含み焼成は良好で、内外面とも丁寧な調整で、色調は、

やや黄l床のある灰白色である。

第 3 類(第221~1)

地文が縄文で、その上に沈線を施すもの。器種には、深鉢、鉢、査がある。

96~101は深鉢である。 96は底部からほぼ直線的に外傾して立ち上がり、体部 i二方でゆるや

かな段がつき、そこからさらに外反する深鉢である。平口縁で、口唇部はやや平;坦に、内部は

横なでで調整される。休部に紋密なL R縄文を横位に施した後体部屈alJ部に沈線を施し、そこ

から上を磨り消している。 97も同様の器形であると考えられるが、体部屈El:l:r部の段がより大き

い。底部の状態は不明であるが、口径に対して底部付近の径が極端に小さいことより、 120の

様な台が付くと考えられる。

102， 103は鉢である。 102は22高が4.5cm、体部上位にある最大径が8.2cmで、口縁部がくの

字に内傾する器形が特徴的である。体部下位に沈線を施し、それ以下を!寄り消しているの 103

.3cm、体gl~上位にある最大怪がllcmでÆ~文;で:あるが、器11ラが102 と

とした。

104~118は廷である。 10，1-----112は口縁、 113 、 114は同局個体で体部、 115 へ~1l8は!底部である口

ることより、

fo 
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105は無文であるが、 104vこ)J白土、色調が類似することより、

線 (104 、 113) と直線 (104~112 ， 117， 118)がある。

第 4 類(第23図119~125) 

III芋打、 2、 3類のtiずれかに属すると

と考えられるつ色調は赤褐色が多い。

地す沈線には、山

られる台部を しfこ。 うもの

底部から端部にむかつて外側にほぼ直線的に広がり、端部は平坦に調整される。外面は丁寧

られるが、内出の調整はやや粧し'0119は端部よりややとに沈線が巡っているが、その

外は無文である。 120、122、124のように端部が内側にせりだすものとそうでないものがある。

120は屈曲部より土に細密なRL縄文を施す。 125は貼りつけによる角張った台を有するもので、

内面は丁寧にみがかれている

第 5 類(第231ヌ1126~第311~!)

III群に属すると与えられる組製 i二器を m括した。器穂は深鉢のみで、ある。焼成はほぼ良一仔で、

ある。色調は、褐色系が主体である。

126~157は口縁部及び休部である。 126----137は底部からほぼ直線的に立ち上がり、体部 j二位

でさらに外傾するもので、最大怪は IJ縁部にある。体部屈曲部は、 126のように明確な段を有

しないものや、 127、128の様に屈曲部内側に段のつくものがある。 138-----，141は体部上半の屈曲

部に最大径があるもので'¥138、140は体部屈曲部より上が内傾し、 140では屈曲部断面形がく

の字状を呈する口 139の屈曲部と反は直線的に外反し、 141では一度ゆるくすぼまってさらに外

反する。 1L12----157は休部に屈曲部を持たず、全部に縄文を施しており、口縁にむかつて外反し

でほぼ直線的に立ち!プ.がる。 145の体部はゆるく波打ち、ほぼ直線的な立ち tがりである。 146

は円筒形の器形で口縁部がやや外反する。縄文原体は、 LRまたはRLで、 156、157の2片だ

けがLで、品II位または縦位に回転施文されるものが殆どである。 147は羽状縄文が施される。

158~174は底部片で、上げ底の159 、 160 、 165 、 167以外は平成で、立ち上がりは外反する直

線的なものが多し川底部縁辺は、 159は外側に張り出している。 171は底部の接合痕が確認でき

るもので、縁辺を内側に縦になで、そこに体部粘土をはりつけていく製作技法が読み取れる。

網代 (165、166) と簾状 (162、163)、葉脈状のもの (161)がある。

に有するものが大半であるが、 164は縁辺部を磨り消している。

第W群土器(第32図175~180)

縄文時代晩期終末~弥生時代前期に位置づけられるものを本群とした。器種は鉢あるいは深

鉢と考えられるが、全体の器形は明瞭でなし'0~tì上に 1 ----2 mmの砂粒を多く含み、色調はやや

黄味のある赤褐色で、焼成は良好である。

175、176は同一{四件で、 11 し、仁!縁に沿って 4条の平行沈線がう|かれ、

つム}
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第32回 出 (18) IV群及び土製品

内外共丁寧になでられている。

177 、 178は、日一flrlîj 体で口縁部が外傾する深針;である。 LR縄文施丈後、口縁音[~を借り消し

ている。仁!唇部は涼i百外側から連続する押圧で小波状を呈し、口縁に沿って、内に棒状の工

よって一条の沈線がめぐっている。 179も同様の器形の深鉢と考えられるが、屈曲部に棒

状の工具で連続する刻みが施される。

180は深鉢の底部であり、 LR縄文を縦(¥'Lに回施文している。

2 土製品

今回の調査で出土した土製品は、土偶のJJ司l部片と円盤状土製品が各 1点づつである。

土偶(第32[玄1181)

右足部分であり、足の実はほぼ平坦に作られ、片足でも立てておける程に安定している。く

るぶし外側、躍部分が張り山す様に整形され、くるぶし内側は親指からほぼ真っ直ぐに削り取

られている。脚部分は、胴体につながる部分から湾山し いたる。 足の指は、鋭角なて

具で刻みをいれ、

円盤状土製品(第32図182)

土器片を打ち欠いて円形に加工しfこものである。 LR縄丈を慣位に施文した土器体部片を使

用している。内面には炭化物の付着がみられる。

されているが、その太さはまちまちである。

F
h
u
 



第4章調査の記録

3 石器

剥片も含めた石器の総点数は、 124点で、その|今、石獄、石匙等所謂定型的な石;??Jを

肉眼で、明確な使用痕が確認で、き、使周されたと判断されたものはお点である。なお、後者には

いた傷の可能性のあるものは含んでいない。石村は、 1、5、30がチャー

ハ29が鉄石英、 34が流紋岩、 35が安山岩、 36が径 1mm科の石英粒を多量に含む紗岩、その他

ある。

石鍛(第33図 1) 

小長1]片の両聞に調整を施し、縁辺部に細部調整がなされ、尖頭部をっくり出している石器で

じりとしての機能が想定されるもの。 1点出土。

1 は有茎で、基部が茎吉[~にかけてやや凸状になる

尖頭器様石器(沼33間引

平田形が先頭器状に加工された石器。 1点出土。

ある。 している。

2は長IJ片全縁辺に調整がなされ、左右非対称で基部はほぼ平坦である。縁辺左七i三の磨滅が

しし iO

石匙(第33図3~ 5) 

つまみ状の小突起をもち、剥片の両面若しくは片面に調整を施し、縁辺に刃部を作り出すも

の。 3点出土。

3は概薄い全1]片を使用し、縁辺に細部調整で刃部をつくり出している。 4、5は:fR1J片の雨間

rj1央部に第一次長i情Jf出をのこし、縁辺を調整、整形後、細部調整で刃部をつくり出している口

つまみ部分は各々丁寧な調整がなされ、基部が扶れる形態をとる。 5は刃部右側縁辺に暦:隠し

た筒所があり、石匙の使用法を考える i二で重要と思われる。

スクレイパー(第331丞16~第35図16)

景剥|リ!片の縁j辺互の

1 i類E穎真 (6~1ロ2) 睦刃のもの口

6は切断して凶角形になった縦長剥);ーの!底辺部に調整がなされ、刃吉1;角度は去面底辺左側が

大きい。 7は長IJ片左 1-.の最も厚みのある所に表裏両聞から扶るように調整をいれ、左側縁か

ら下j互にかけて両面からの調整で、角度の小さい刃部が作られている。表裏II!Iにアスフアルト

燥の付着物が残存し、装着痕と考えられる。 8は剥片の切断面を利)'FJし、角度の大きな刃百[)を

作り出しているり 9、11、12は縦長剥片の長辺一方の縁辺に調整を施し刃吉ilを作り出しており、

刃部角度は小さい。 11は長1])十表面から、 9、12は裏面から連続した細部調整を施し、刃部を[乍

り出している 10は干の上辺と 刃古[~を fl~ り出している c

-46-



第2節 /I¥J二造物

2類凸刃のもの。

13は縦長の長I]J=¥-.の}J 側を切断し刃部がつくられているが、これに続く縁辺部には使用痕と

巧ーえられる微細な長1]離痕が見られる。 14は火を受けて黒色化している{コ刃部を一部残し破損し

ている口 1日5は段も刃部角皮のj大〈きい調整でで、ある(J1凶6はトド'半音部i日:を欠拐損、した景引剥1]片のf打打J点左横の最も

!序ヲ手:みのある桜紋;j辺立にiV

錐 (拾第占3却6関)

長1])¥ーのに刃部，V射性を施し[パI転、穿孔に利JTJしたと考えられるもの。突出した錐吉じをつく

りだすものと、長IJ)Iの寸品の尖った在日分にキIU部調整を施し錐点目としたもの、製作途中のものと

に竺分したの 5 点 IJ~\ +0 

l類 (17)錐状の突出した刃部を作り出しfこもの。

17は詳し 1縦長の長IJJ¥の打点と反対のに主主主1;を作り山してし、る。

2類(18、問、 21)長IjJ十の尖った先端部にキ11I部調牲を施して錐として使用したものc

18は表衷而 1 ，1~lWJ縁に、 19は去出 1~~側と長 i古i 左{tlI]、 21 は 1二に去 Ifri1Î側と哀，új右側にíY2HJ艇と考

えられる微細な長IJ離痕がj{::I]Ji.縁辺の先端まで杭く。問、 21は使用痕が千年々対比;する位置に認め

られることより、 19は時計i可り、 21は反i時計四りに主に使用したと考えられる。

3類 (20)製作途中のものn

20は縦長の長IJ片の縁辺に泣交して連続した調!位を施している。

挟入石器(第37図22~第38図28)

比較的厚手の剥片の縁辺に扶りの施されたものo 7 

22~26は扶りが複数施されるもので、 22~24は扶りの中に細かい調整が施されている。 22は

自然面を残す三角形の底辺部、 23は合形状の長1]片に、 2~4 箇所の扶りをつくる。 24は、縦長

の剥片縁辺に 4箇所の扶りをつくる。表面右下部のものが最も丁寧に調整されている。 25は扶

りの中に細かい調整が施されないもので、残核の縁辺に調整を入れたものである。 26は右側の

扶部に階段状の細かい剥I~mが見られる。

27、28は扶りがー筒所のもので、 27は厚い横長の長IJ片の打点部に調整が施されている。

摂形若器(第38図29、30)

剥片の相対する縁辺に両極剥離痕があるもの口 2

30は山角形の長I]Jtの一辺の表裏面に階段状の長IJ高がある。 29は表両左辺と下辺の 2_;立が刃

吉I~ と考えられるつ刃部と対になる辺は主で、蔽打痕が認められる

使用痕のある剥片(主~38国31-----33)

上記の石器の分類には含まれないもので、長1]片ーの縁i!lに使用痕と られる微細な長IJ離が確

認できたもの。 微細な剥離のみのものと、光沢を伴うものとに二つに分けたり 3}訳出

-47 
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第4主主 調査の記録

1I 

第39回出土石器(7 ) 

1 類 (31 、 32) 徴*rnな長IJI~mがあるもの

32は内角形の長1]片の表面底辺に、 31は、長IJJ¥の 1--1<に微細な長i作者iニがあり、辺にアスフアル

ト様の付若物が認められる。

2類 (33)光沢を伴うものの

33は内角形の長1]片の一辺にやや磨滅した微細な剥離があり、それと 1ド行に、表英国に;ほ辺部

から約 5mm程度のI隔で、光沢がある。

磨製石斧(第38図34)

全面を研磨して仕!二げられた石斧。 1点出土。

34は基部が失われているが、本来は、楼形を呈していたと考えられる。弧状の刃部を有し、

刃部断面形は、表裏対称の凸状である。表裏面はゆるい弧状に、 fWJ縁はほぼ平坦に調整される。

調整時の研磨痕が刃部に対して、表裏面では並行もしくは斜方向に、側縁は垂直方向に確認で

きる。刃部表裏面には使用痕と考えられる磨滅と光沢が認められる。

回み石(第39図35)

礁の平坦而に!可みを有する石器。上I~I~ 出二!::。

35は楕円形の礁の表側平坦面長期lU:Jこ2箇所の凹みがある。

石lill(第39図36)

、!λj旦な撲の1+:1
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36は、イ-1皿仁i寸央部の破片で縁辺は している。表出はゆるい凹円があるものの滑らかに田

んでいる。
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5 と め

調査の結果、 i壇上遺跡に人々のメi二j舌の痕b誌が残されたのは、縄文時代前期に遡る事が判明し

たυ 以下、検出したj支持お宝物について性Jljl_し、まとめにかえる。

縄文時代

，ti1;:J左右T01については、法述のm1n二 i二器の説明と重寵するのでここでは空illl告する日

1--坑SK03はその時間を以 iごの条件をもとに考えることができる。地上!二の自然流入 I~--の

斗qこ180と佐合する土器片が混入していること、掘り込み而が、 J会場形成期もしくは場形成

JtH以前の I:IJ能性のある IIIa、IIIe居よりも 1，に られることより、当選構は拾場形成期直前

から180の上出がそのIljIJlli点ト二七子ち込まれる前のしーイどれかの時Wlに属すると考えられる。

遺物

!二遺跡UJLL6::iを Iス1Vlllに分担した。以ド各群について若!二の説明を述べるリ

I群土器については、主に斜行縄文を施文し、 r-I患部に縄文!単体で刻みを d入れる等の特徴お

よび、胎土ト二繊維を混/人していることなどから、所属u寺!明は、前期初頭と考えられる。 !H_I二地

点は、拾場斜面上部平場、及び 1}ちl¥r-[1からのものが主である。県内では、、Ft:I克郡大森町下回遺

跡 I群土器等に類朽Ijを求めることができる。

II群!二需については磨り消しの手法や隆帯による区画を用いることなどより、所属時期は、

中期末の大木10b式期と考えられる。

III群士器については、当遺跡出士一|二器の主体をなすもので、おおむね後期中葉のト腰内 II式

に並行すると考えられる。当時期jのものについては、資料の少なさ等からも内容の不明確さが

指摘されている。そうしたなかで、当遺跡の資料はその内容を補充するものである。以下、 S

T01を含め、 III群土器の特徴を整理する。

1 出土状況

①急な斜面に形成された小規模な捨場からの出土である。①接合関係から、土器は他の場所

で、壊れた後に出上地点に持ち込まれたと考えられる。①ある ものは、 III群 1~

4傾+:*~iJ Ä1\lIC51 グリッド北阿部に、 IIII洋 5 額一1 ~器は、l\1D52 グ 1) ッド、北部に集 r [_1する傾向が

ある。(忌妓Nーの全てJ前ろ土器は持無で、あるり

2 前後時期の遺物関係

(1)十腰i付I式期及びト!限内III式部jの特徴を有する土器が極めて少なし)0 (~)95の器形は後期1+1

葉の十腰内 II.III式Jt月に並行する宝ヶ 111主式に額WI]をみることができる。しかし沈線で四角形を
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るそチ…フは後期前半のト腰内 I式に類例をもとめることができる。

3 III群内での類似性

①体部にi*周 3単位の文様帯を施す。②C字状文等の縄文帯屈曲部内側に沈線で鈎子状の文

様を描く。① 1類B種の深鉢の中に連続する京Ij突を沈線に沿わせない文棟帯をもつものがある。

④平行沈静、による IIJ語の広い縄文信の下部に別の文操帯を有すの①深鉢の休部!ポ iて下で、

様帯が分かれる。@深鉢の器fF;は直線的に立ち iてがり、体部

に外{出する。

曲部を有し、そこから

以上のことより、 III群土器は、ある 1U寺間 I~品でとらえることが可能であると られ

る。したがってSTOlの形成時期も同様であると言える。

W群土器については、数点の出土で詳細は不明だが、仁!縁内miの沈線や仁!唇部刻E文などの

特徴より、縄文時代晩期大洞A--弥生時代前期砂沢式期と考えられる。

七器の出土地点は、主に捨場からで、 上器片同様IEll可遊北斜こ多い。組成は、定型的な石

器が少なく、長11)¥-の縁辺に刃部加 Lのみ施すようなものが大半を占める。

現代

SN02は現代の遺物が検出された石組炉である。当遺跡の立地条件や11¥士遺物より、釣り人

または林業に従事する人が使用したものと考えられる。
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